
T‘-'';'ち
守主t，J?汁e"j'!1ι
必二宮ネ，ム広"，，，d.話

神角度次郎氏

予告の室有楽団「はら チ孟ンバ ア〆ザ y プ

ルJの第"自演奏会です.今回回、小編成によ
る名陶演奏をお楽しみください.

【と き】3月23臼ゆ午後6時半-8時

【ところ】史榔文化信 y タ 〈三各大路一丁

目〉

【定 員】 銃犯人

【曲 目】 ドポルザタ

滋賀驚四重奏目開策"香へ長調作品96

rTメ 'Jヵ」
チ J砂イコフス亭ー

ぜ?ノ三重奏幽ィ短調作品切

ro窓口大信芸術家の恩h惜tのためにJ
'0し込み】往復はがきに 住所・氏名〈送信

熔にも〕 電猛暑号令書いて

%111 

文学講演会
〈とき>3 JI阻桝後1均等-J崎

〈とこる)"ら.ち.νター市民ホール
ぐ東寺"町甥3

(R 111)御飯 .陳氏〈作葱〉
〈テーマ) r令官おかね働経

日本人と金銭感覚 j 

〈定員)'"人〈入場傾斜)

〈札 抽〉往復IH'eに師自年
・...号を書いて、'"
s闘でに崎でゆ矢田館
内制政噂俳町..・6101)
へ.多い場合同袖翠L

5 
草

3Jm日までS市復引所文化膿 (〒
"'"二条大路湖丁目 1-1 C 

81111)へ。多い場合は袖迎。

長

i 
調
書

刷 新...酬岬公明甲田...ニ耐 酬 -T.I・1・t 03(-1111 



l 市輔副ーlIIIl叩 瑚二一 T園1寸品罪貯
固
定
貿
理
悦
棟
続
拘
視
を
幽
R
E

?
i占初
日
に

行
ラ
て
い
る

i台

害復

E
i
i

法
の
面
改
正
が

ziて

い
筆
す
の
で
、

4
月
3
日
嶋

t

E品
に

重

し

ま

す

・

;
i
i
 

M
E
E
t確
か
め
て
く

ど
き
い
・

〈
む
し
〈
MU
台市
由民
所
資
虚
視

旬
ヘ
・
パ
ン
ピ
l
ホ
ム
の

入
所
見
重
を
募
集

留
守
古
車
摩
の
小
ム
字
校
児
童

l

T
4
8
2の
あ

f
t
t
)を
歓

喜

に

j
Lぃ

i
r
!
?
 

し
匂
が
ら
健
全
育
成
を
は
か
る

バ
ン
ピ

l*lムで
は
喫
成

3
5
2
i
 

け
付
け
て
い
ま
す
・

Z入
所

昼

間

主

じ

て

fけ
ま
す
が

iを

ひ
か
え
て
4
月
1
図
か
ら
入
所

奈良市内
パンビーホーム一覧

0

2
月
四
日
は
下
水
道
事
業
畳
益
者
負
垣
壷
《
第

3
期
》
の
納
期
盟
で
す

。

i
I
I
!
 

7
ピ
!
?
ム
備
え
付
け
の

附
録
で
3
品
目
ま
で
に
直
穫

量

?

ム
ヘ
防
し
込
ん
で
〈

ど
さ
い
・

〈
わ
し
く
M
各
旅

lAeaた

は
市
役
所
蝿
人
青
少
写
鍵
ヘ
・

腹
業
隻
員
会
隻
賓
の

温
拳
人
名
婦
を
縦
覧

偉
業
寮
員
会
優
貝
の
湿
彬
人

名
簿

UEのよ
ろ
に

E

i
・

1
4ぜ

ひ

亀

高

か

め

で

〈

H
1・

S
2
2品
i月

9
ロ
ωの
午
前
8
崎
学
jh
午
後

5
時

(

警

に

関
係

U
4

zs
i
z
 

会
6
務
局

ハ市
役
所
2
階
ν

毎
島
町
道
路

三
条
扇
風
川
+
〈

・
5

績
が
知
.
，
の
事
衝
隠
司

E
脇

市

証

書

三

条

1
5
zpe」

の
陪

E
鳳
知
@
の
忽
吋
を
受
け

ま
し
た
・

a'
集
M
V
行
わ
れ
る
の

u、
三

金
飯
川
町
、
一二
集
大
R
町
、
三

ama肖前
町
地
内
で
延
長
盟

M
、

E
i
i
z
e
 

鐙
設
し
志
す

く
わ

L
〈

;
3路

公
園
寝
へ-Rガ消
費
生
活

モ
ニ
ヲ
ー
を
募
集

事

-m人
積

横
断
ω
畿
以

k

a
i
lsn現草

j
iに

関

1
8
5の買
い
物

を
肉
分
で
し
て
い
る
人

9
人

マ
主
位
栓

.

定
期
的
《
錫
川

1
目

2
日

)
Eは
随
時
に
、

ー
つ
い
て

t

r
i
g
g
 

型

EσaEa物

E
t
i
i
 

i書
留

に

関

す

る

情
報
収
簿
伽
お
よ
び
提
供
マ
樹

災

写

穆
2
万
5

千

四

マ
径

m
-2
4
1
2
1
 

i
i
i語、

氏
名
、
件
別
生
草
月
日
写

同
i

電
磁
高
号
、
鳳

m
-
E講

;
1
1
7
 

i

i
i
 

蘭
エ
旬
へ・

膏
年
毛必
れ
あ
い
大
会

Eの
障
害
と
健
常

2

1
:
p
lムを
還
し
て

芸

品

tめ
で
す
・

と

-
-
3
H
3
B価
午
前
凶

?

午

後

3
崎

Z-z

i
t
S
4
2
 

丁
目

vi人
l
t

お
織
の
陣
事
有

MR
布
告
各

ω

;

申
し
込
み

隠
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
信
、
電
語
4

・

q
健
常
費
障
費
衡
の
別

e

・いて
2
3
2
E
E

E人

2
・1

老
容
の
聖

書

町

一

吉
一
T
一

?
!
 

t
i-

E
E

・g
-

n自
幽
午
後
1
略
奪
15
8時前零

マ
肉

g
i
省

mw衛
生
士
の
盆

「
入
品
の

Z
T
1

z
l
シ
-
y
「
健
験
す
ご
ろ

〈
同

血
圧
倒
定
、
個
別
制
緩

z
i
-
-

-
R
町
六
r
g
v
二
万
ーハ予
三
百
十
円

ZZ区
ZEiプ苦

金

三

士

一

日

E
士

肉

ET
--vi 

s
-
-ソ
ン
阪

i威

主
目
丁
臼
)=Z百
八
+

八
阿
マ

i
l
T自V

E
-
-
i
e
z
 

i

--里

2工
町
ニ

avio

l
-
厄

1
8
3

2
1
i
 

i
I
li
 

-
-
i百

j

j

 

i
-
-
i
 

i
i
e
i
 

の
グ
ル
ー
プ
亡
重
一
千
九
言
干

高

j

i

g
-
E-i
 

マ

ZIffZ会
主

i
!
;
 

i
i
h苦

一

1
1
E
z
i

K
I
-
-
i
z
 

販
が
品

z
t
E万
凶

マ

i
E金
一

E
E

』
マ

i
i
v

f内
v

・2也
1
宵

;
Eこ
E
i事

;
富
町

v
i
i

米
岡
唖
雀
二
人
会

県
観
カ
鴫
陣
留
偶
者
ハ
兇
)
の
隼

冠
全

q
i
3
1

E
L
7
1行
い

1
・

と

Sia--6

j
e
-
-
2
 

E
芳
阿
子
一
否
両
マ
健
明
会
一般
開

ベ
散
文
M

司
〔
帥
倒
願

dmv阿万
同

前
車
場
締
袋

-m-事繍
餅
幽
膏
員

同

士

T
z
i

i
E
E
Z
-
z
 

i
j
 

E
i
z
l
:
 

i
f
i
E
 

i
;
i
s
i
 

a
闘車
2
1プ
ヱ
吉

岡

zi
s
j

y
i
v
p
a
 

-

-

一

-E十
三
一
円
マ

t
t
v
i
E
 

i
i
i
 

大
自

慢

!

大
耳

六

γ

gaZγoe
--ie‘
 

来

T
B〕
百

耳

目

z
i

-

-

じ
て

マ

E
i
i
t
-

H
s
i--g 

i
s
-
-

マ

ZUEffa喜

志

両

手

町

内

E
T

一

z
i
i

干
高

E
J
2
1
a

量

品

=
H門
下
八

E
2

岡

l
i
f
t
H志

ず
子
《
杷
守
町

vdt
ヲ
グ
ペ
ヲ
V
F

i
A
i
i
 

一↑7
十
八
伺
マ
川
短
弘
之
錫

E

i
-
-

楽
指
定
寄
付
信
次
暗
に
欄

ma司し-ze'・

臨
時
半
マ
と
こ
ろ

布
市
文
臨
文

化
セ
ン
タ
ー

会二
条
大
路
一
了

旦

1
2
2』

マ
問
い
合
わ
ぜ

胃
会
の
・
局
関

蝿
予
さ
ん
ハ
包
値切

5
3
5
1
v

ヘ・



陪司野元市住所剖rimlIl代 〒醐 草加す!lI1-1
制
心
者
の
た
め
の

が
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

f
ン

1
?
E
E人

権
遍
の
企
め
市
民
の
み
は
さ

ん
に
地
域
網
祉
や
在
宅
福
祉
活

動
へ
の

自

主

め

て

E
お

う
と
酬

e複
す・
!
j
uロ

1
3
4後3
時

zii
 

会
J
F

，Yテ
ィ

γ
セ
ン
タ
ー

i
J
z
t
 

f
tに関
す
る

m
a

i
i
i
 

:
i
i
 

大

2
2
E
しま

Z
E住
司
氏
名

E

香
ベリ

tz'いて
2
n
m固
ま
で

i
i
 

《市
旬
新
内
ν

ヘ・種
d
M
a
s

可・

母
子
家
躍
の
息
地
と

子
を
励
ま
す
会

子

Z
Z
S
幸
俊

入

lい
お
母
さ
ん
の
苦

労
舎
ね
ぎ
り
お
う
喜
ぃ

1
・

と

S
73
n引
日
側
マ
と

iiセンタ
ー

l
il
 

み
i
他
が
き
で
2
月
初
日
ま
で

に
市
役
所

2
1ヘ・

消
費
者
の
つ
ど
い

と

--
3川崎
日
掛
午
後
l

崎
か
り
マ
と
こ
ろ

は
り
怠

Z
ン
?
〔
君
臨
》

i
i
i画、

E
「
こ
れ
か

A

E

岬 時間) A_'HtO:]()-2:00 B-If-1l2目 ω
仁コ，.失穆明白園..cコ，筒..，崎国・・・

。匂

伽

'" 
'" 

fs;しと
m
E

金
峻

γ院
入
学
の
合
汗
党
険
験

1
24
1
 

2
4
1に
喜

氏

名

i
iいて
A
m

i
-
Eへ・

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

E
2
2ん
が
健
全

u

f
i
t
-次の

よ
う
に
開

:
t
a
r

ず
れ
も
午
険
1
崎
事

t
3
時

八

i
Eンタ
lV
1

6
目
制
「
米
を
め
ぐ
る
繍
問

周
」

E
型
車

2
m

持
仰
の
民
マ

3
n
u日
側

「地
地事
環
績
を
勾
え
る
』
同
志

社
大
9
・n-a
e
廓
宙
局
掌
良

八
冒
・・
公
民
館
V
3月
初
臼
側

「製
遺
物
責
任
と
A
m
.賞
者
mw

耐

3113剛

3114 ~ 

'"‘闘悶

被
」

'a土
圏

中

曽

儀
氏

?
月
訂品

『Z化
、

周
際
化
、
高“
固
化
社
金
の
通
M
R

と
心
盤
か
匂
家
畿
の
生
産
」
佐

保
女
掌
院
ピ
理
期
大
.
手
段
慢

松

井
修
チ
さ
ん

【定
員
】
婦
人
削
人
(
原
則
と

し
て

青

山
席
で

E
人〕

y
tz
m
E語

E
E
l
-

2
月

?

で

に

喜

扇

町

ヱ

F
f
1
2
 

賃
値
贋
ケ
E
耳
南
公
民
圃

=
1

・t
i-
--

2

‘E舵
6
3
7
5

主
mz
s
an

na側
午
前
9
時
乎
【$
U時也子

31 15幽

マ
テ
ー
マ

「

2
1ン
1

7
構
動
」

4

盲
人
剛
健
厳
仕
活

動
に

i
t
vE社

会
緬
他
国
外
商
a
事
の
会
事
働

局
長
の
青
木
直
子
さ
ん

v
e

し

t
E
T
H
2
2

で
に
同
館
ヘ五官t
i
e
s
 

河
川
品
目
閣
の

E
g

略
。
午
後
6
時

マ
定
員

成

人
知
人

v・
閉

g
下

5
言

問
何
度

V
O
し
込
み

置

は

Z
員
電
話
氏

i
E
;い

て

3
月
5
日
az
で
に
必
省
で

閉
館
・

2
?
2
2

7
4多
量

2
2

予防..・.じu
..司F・tl;zoM( 

以
内
に

υき
つ
け

R
E

F
t手
電
電
ポ

リ

オ

瞬

L
ん

M
M
R
a
a

し
ん

お
た
pa
く
か
ぜ
み
ず

ぼ
う
そ
う
の
予
防
鍵
帽
を
隻
ゆ
り

て
各
a

週
間
ー
そ
の
他
の
予
防

惨
糧
事
命
で
2

串
甲
ょ
た
勺

て

い

句

い

子

重

し

ん

嵐

し
ん
お
た
ふ
〈
か
ぜ
ゐ
ず

ぼ
う
そ
う

リ

ン

プ

綱

手
足

ロ哲

Z
Z
J
t
4

1
て
い

2

要

量

発

し

ん

と

ぴ

ひ

が

;
!
 

て
い
な
い
子
⑤
免
疫
グ
ロ
プ

ー

の

高

室

け

て

i
n

E
tて
E
E

i
z(官
官
順

次
縄

av.

-
問
い
合
わ
営

陣
へ・

下W

E 
3 

"， 

31 15・
3/ 19関

""蜘
""・
'"・凶

ツ
直
筒
慎
重

B
C
G
接
種

-2
2
7
1型

i
i
 

E
E
Z
喜

重

と

E
1闘
行
革
げ
て
壁
、

疑
M

帽
位
の
子

〔受
句
切
れ
&
い
亨
】
①
1
K事

D
i
2
同
日
日
肱
固
定
資
産
続
《
第
4
期
分
v
、
園
民
憧
康
保
険
料
《
第

6
期
分
)
の
納
期
限
で
す
l
便
利
忽
預
金
口
座
鍍
留
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

O



市世間宮砕lIIl附 珊市酔了目H 品FRF・
乳
児
健
康
相
股
。

連
覇
を
田
〈
あ

8
E
の
そ
の
=
。

羽

目

鶴

岡

〈

2
2セン
タ
ー

Y

月
臼
目

両
者
と
も
受
け
目
隠
午
前

9
時
半
4
9仙
即
時
事
+

-
問
い
合
わ
せ
也
市

aEma-R

セ
ン
タ
ー
へ
・

-
射
袋

町帯感
2
住
専

8
月
生
ま

れ
の
子
・
問
診
療
を
送
制
ま
す
・

1
1
5里
巨
人
質
そ

の
他
の
事
幽
で
悶
齢
.
般
の
届
か

目
立
富
喜
三

-
内

容

身

体
計
面
、
週
動
un

aの
観

寮

間

惣

育

児

犠

隻
術

織

-
g
纏

八

j
;
l
y

月
S
回

日
目

m目
印

国

必ず畳けま しょヲ

E言語読同誌白書週⑦
受診は無料

41m
6
ヵ
同
蝿
健
康
膨事
事

経

---M"値幅も

-
対
象

平
成
jX
F
$
7
n盆
2

2・
問
診
票

F
I

A
-
-主
人
君
、

醐叫蹄見をめざす制回附〈醐釦州の目肘実

.，川れ酬は臨する病気でま服部川くほーョていま
信ゐ.自分のため またみん匂のために 年に--.買の検鯵怯必ず受

げ.しaう.みに"さんの家の近くまで レントゲン車が道周します
ので、即値しく叩'.レントゲン跡事タン吐いI

服装怨り普た..で受けりれます.受け切れるのは".以上の人

畔副生動前脚本除くは限り.す.蝉削酬

です.

《おし '"判断橡所.，主震へa

伏見 陶

術
以
・

E
向
回
毎
融
商
単

m
E術
以

そ
の
他
の

e情
で
問
診
葱
の
届

E
い
人

u里
会
場
ヘ
・

-g
自
量

nz

e
衡

濁

身

体
計
測
1

内
向
診

務

保

健

衛
噂

-
自
慢

〈

E
E慎
セ
ン
タ
ー

Y

凡
泊
目

3q回
目

m
E・
受
付
付
日
午
後
l
時

半
S
2随時
単

.
嵯
虚
蝿
舗
料
健
康
惨
左翼
も
同

時
に

t
E
S

-R
E
E
i
 

セ
ン
タ
ー
へ
・

心
-
陣
.. 鬼
の
・
uw
値情"

む
し
聖
断
の
た
め

i

E
言
明
z
u
st

S
3
3
B同信
9

草

122時

E
こ
ろ

富
合
理

;
12

t
g偏
向

診

理

主

百
丁
目
v

マ
対
象

ma来

温
"
の
む
身
障
瞥
見
《
μ"
朋

安

積
手
帳
所
也何
者
)
マ
畠
申
し
込

み

z
i
-
-に

市
復

Em厚
生
障
へ

，・
げ"

位

• 

" d火}

《ホ)

J.II 

'"' 
3. 12 

《火〉

，. . 

象

格

犬繁帽

大安.

e民

E・

大

'‘ 

賢婦の定めの

田親教室
車予定8.'同‘8月
也娃蝿"人

E 二 弔 問世間保値世ンヲー

と串・内容 蝿聞且午前自肩車ー正午

2居期 ..中め〈らしガE

317樹

3/1，正副

3m・
ロ申L込み

'" 4劇

3. 15 

4・〉

思腿酉

育情念

• • 
員
nR
開
明
師
団
観
保
戎
as往

4 

伐)相育


	なら・チェンバーアンサンブル演奏会
	文学講演会　神坂次朗氏（作家）
	奈良市内バンビーホーム一覧
	催し・教室
	善意銀行
	公民館
	3月　移動図書館巡回日程
	健康
	妊婦のための母親教室
	必ず受けましょう　結核住民検診　受診は無料

